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なる．放射線治療の多くは化学療法と併用されるが(Pignon et al., 2000, Forastiere et al., 
2003, Prades et al., 2010)，その目的は抗癌剤による放射線増感作用により放射線治療の効果
を増強するとともに，照射野外の潜在的な病巣を制御することにある．このような集学的治療の進
歩にもかかわらず頭頸部扁平上皮癌の予後は依然不良であり(Bar-Ad et al., 2014 Cohen et 
al., 2004)，その一因として化学療法および放射線治療に対する抵抗性が挙げられる．頭頸部扁
平上皮癌の治療にはシスプラチンなどの白金製剤の他に 5-フルオロウラシル(5-FU)などのフッ




















ある HSC-3細胞株を 5-FUを含む培養液中で培養し，低濃度から段階的に 5-FU濃度を上昇さ
せることによって 5-FU耐性株を樹立した．樹立した耐性株は HSC-3R と名付けた．HSC-3R細
胞株の DPD発現量を親株である HSC-3細胞株と比較した．Clonogenic survival assayで各










3R細胞株は，親株である HSC-3細胞株と比較して 5-FUの 50%発育阻止濃度が in vitroで
12.6倍であり，5-FU耐性を持つことを確認した．HSC-3R細胞株では HSC-3細胞株と比較し
て，DPD mRNA発現量の有意な増加および DPD タンパク発現の増加を認めた．HSC-3細胞
株では 5-FU と DPD阻害剤 CDHPの併用により 5-FU感受性は不変であったが，HSC-3R細
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